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アメリカの音楽教科書“Sharethe Music"における
音楽構成要素の学習について
はじめに
本稿は，アメリカの音楽教科書“Sharethe 
Music" (1995年版)1において，音楽を構成する
要素やその概念がどのように扱われているか，
そしてその学習が各単元を通していかに展開さ
れるべく組織化されているのかを明らかにする。
2008年，我が国では小学校と中学校の新学習
指導要領が告示されたが，音楽科については
「共通事項」の新設が注目すべき改訂点のーっと
なっている 20 この「共通事項」は， I表現」と
「鑑賞」という二つの学習領域に，従来は個別に
盛り込まれていた音色やリズム，音の重なりな
どの「音楽を形づくっている要素j，そして音楽
にかかわる用語や記号をまとめて示したもので，
表現と鑑賞の活動に共通の基盤として位置づけ
られている。
小学校については「音楽を形づくっている要
素」は「音楽を特徴付けている要素」と「音楽
の仕組み」に分けて示されており，前者として
「音色，リズム，速度，旋律，強弱，拍の流れや
フレーズ，音の重なり，音階や調，和声の響き」
が，後者として「反復，聞いと答え，変化，音
楽の縦と横の関係Jが挙げられている。これに
対して中学校では「音色，リズム，速度，旋律，
テクスチュア，強弱，形式，構成」が「音楽を
形づくっている要素jとされている。
いずれにせよ， I共通事項」に示されたこれら
の要素，あるいは音楽にかかわる用語や記号は，
それだけを取り出して扱うのではなく，あくま
で表現や鑑賞の活動の中でその働きや意味を理
解するよう指導していくものとされている。
では，実際にはどのようにして「共通事項」
難波正明
(教育学科)
に挙げられた音楽の要素や用語，記号を，音楽
活動に関連づけて指導していけばよいのであろ
うか。
今回の改訂で，小学校，中学校ともに表現の
内容が「歌唱の活動j，I器楽の活動j，I音楽づ
くり(創作)の活動」に区分された形で明示さ
れ，また鑑賞の内容では「楽曲を聴いて想像し
たことや感じ取ったことを言葉で表すj(小学
校)， I音楽を形づくっている要素や構造と曲想
とのかかわりを感じ取って聴き，言葉で説明す
るJさらには「根拠を持って批評するj(中学校)
と「言語活動の充実Jを反映した文言が加えら
れた。
これは小学校から中学校までを見据えて連続
した系統的な学習がはかられることを意図した
ものと考えられる。とすれば， I共通事項」につ
いても，その時々の音楽活動に関連づけて指導
していくとともに，その系統的な学習の展開を
考える必要があるだろう。
“Share the Music"では，音色や強弱といっ
た直接的，感覚的に把握される要素から，テク
スチュアや構造といったより組織的，全体的な
音楽の要素を，各学年を通して段階的，系統的
に学習できるようにするための明確なプログラ
ムが示されており，上記の問題を考える上で有
用な示唆を与えてくれると思われる。
1.音楽教科書“Sharethe Music"の全体的
な特色と構成
“Share the Music" (1995年版)は， K-6の
7巻からなるシリーズとして刊行された。教科
書(生徒用，教師用)の他，コンパクト・デイ
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スク， MIDIによる音楽のマニュアルとディスク，
指導用ビデオなどの補助教材を通して，生徒を
さまざまな形での音楽学習にかかわらせること
治宝できる。
教科書では世界のさまざまな国や民族の音楽
から教材が選ばれており，さらに音楽以外の芸
術，文化，風俗などもあわせて紹介されている。
その多文化的な視点はより真正な内容を目指し
ており，例えば韓国の歌や台湾の歌など，その
多くで原語の歌詞がそのままのせられており，
これに発音記号と英語の訳詞がつけられている。
日本の歌も， 1かえるのうたj，1かごめかごめj，
「うみj，1っきJ，1さくらj，1ゆき」など十数曲
が掲載されており，ひらかなの歌詞やその発音
記号が記されている。ただし，リズムや旋律が
部分的に変わっていたり，童謡などが民謡と表
記されるなど正確ではない点もあるが，これら
の歌に関連して日本の花見や雪祭り，俳句など
にも触れられており，音楽をその背景や脈絡と
ともに取り上げてより包括的な多文化的理解を
導こうとしている。
また，他教科との横断的・統合的学習への展
開可能性を示唆していることも，この教科書の
特色である。教師用の版には，いくつかの
Lesson (授業)の後に， across the curriculum 
として国語や算数，理科，社会などの教科へ生
徒たちの学習を発展させていく具体例が挙げら
れている。
各学年は6つのUnit(単元)から成り， 1単
元は9回のLesson(授業)で構成されている o
LessonはCoreLessonとNon-Core Lessonに分か
れ， Core Lessonで、新しく出てくる学習内容を
Non嗣CoreLessonで、より確かに定着させ強化す
る。 CoreLessonはLesson1， 2， 4， 5 (第6
学年のみLesson1 ~ 8)で，残りのLesson3， 
6， 7， 8がNon-CoreLesson，最後のLesson9 
はそのUnit全体の復習と評価にあてられている。
教科書ではその他に任意の学習内容として，
各Unitの後に，その学習を発展させたり，著名
な音楽家のインタビューをCDで聞いたりする
Encoreが見聞き 1ページ続く。さらに， 6つの
Unitの後に，季節の歌や祝日の歌などを集めた
Celebrationsと，任意の教材として選ぶことので
きる歌や鑑賞曲， ミュージカルの中の楽曲など
を集めたMusicLibraryが加えられている。
l. “Share the Music"における学習内容の系
統化
この教科書の各Unitはそれぞ、れテー マを持ち，
その中の各Lessonにもタイトルがつけられてい
る。例えば，第3学年の 6つのUnitは，それぞ
れ 11.みんなでゲームをj，12.いろいろな
場所を行く j，13.毎日，音楽j，14.歌う言
葉j，15.働く，遊ぶ，そして歌う!j， 16. 
どんなニュース?jというテーマである。さら
にこのうちUnit2の「いろいろな場所を行く」
について見てみると，その中のLessonは第I回
から順に「旅の途中j，1音楽のデザインj，1列
車で旅をするj，1旅するリズムj，1旋律を上へ，
上へ，もっと上へj，1月の音色j，1旅の音j，
「あなたの旅を描こう j，1帰り道j，そして
Encoreに「ハープはいろいろな所に」とタイト
ルがつけられている。
このようにテーマやタイトルを見ると，生活
経験的なまとまりによって単元が構成され，そ
のつながりやひろがりによって学習が展開され
ていくようにも捉えることができょう。しかし，
各Unitの最初には，強弱やリズムなど音楽を構
成する要素の概念についての学習と，歌うこと，
演奏することなどの音楽技能の学習がその Unit
の8固まで、のLessonで、どのように展開されてい
くのかを見通すことのできるプログラムが提示
されている。すなわち，要素や技能についての
系統的なカリキュラムによって支えられている
のである。
このうちまず技能について見てみると， 1歌うj，
「演奏するj，1動く j，1即興的に表現する・つく
る」の 4つの項目が「創造とパフォーマンスJ
という括りで， 1読む」と「書く」の 2項目が
「楽譜」という括りで，最後に「知覚と分析」と
して「聴く・表す・分析する」という項目が示
されている。
興味深いのは， 1歌うj，1演奏するj，1即興・
つくる」に加えて「動く」という項目が独立し
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て設け られていることである。 この教科書では,
生徒たちが動 きや筋運動感覚 を使って音楽学習
を進めていくことを重視 してお り,体 系的に動
きの技能を高めることがで きるよう,空 間的な
高さや範囲,移 動する動きやその場での動き,
グループでのフォーメーションなどさまざまな
身体運動のパターンが具体的に示されている。
　 これはダルクローズやオルフ,コ ダーイなど
のメソー ドがこの教科書に大 きく反映している
ことのあらわれであろう。実際,「歌 う」,「演奏
する」 といった活動にもオルフ楽器が多用され
た り,唱 え言葉のリズムやオスティナー ト,ハ
ンド・サ イン,内 的聴取 といった手法が導入 さ
れている。
　 また,「聴 く・表す ・分析する」技能を高める
ため,楽 曲の展開や構成を聴覚だけでなく視覚
的にもたどっていけるListening　Mapが 掲載 され
ている。このListening　Mapと いう工夫は他の教
科書にも用いられているようだが,"Share　 the
Music"の それには楽曲の理解や分析に役立つ
さまざまなアイデアが盛 り込まれている。
　 これ ら音楽の技能を系統的に学習させるため
に,こ の教科書で用い られているさまざまな手
法や工夫は非常に興味深いが,そ のより具体的
詳細については稿 を改めたい。
音楽的要素
表現的特質
音色
持続
ピッチ
構成
文化的脈絡
概念
強弱
テ ンポ
アーテ ィキュ レー シ ョン
(第2学 年 か ら)
声/器 楽の音色
拍/拍 子
リズム
旋律
和声(第3学 年から)
調性　長調/短 調
(第3学 年から)
テクスチュァ
形式/構 造
様式/背 景
　さて,一 方で音楽を構成する要素,そ してそ
の概念について見てみると,ま ず 「音楽的要素」
として 「表現的特質」,「音色」,「持続」,「ピッ
チ」,「構成」,そ して 「文化的脈絡」の6つ が示
されている。そして,一 般 に音楽の要素 と捉 え
られるリズムや旋律はこの6つ の 「音楽的要素」
の もとに概念 として挙げられている(表1)。
　こうした音楽的要素 と概念の捉え方は,我 々
が一般 に要素 として捉えているリズムや旋律 を
自明のものとして考えるのではな く,個 々人の
音楽学習の中ではじめて概念 として形成 されて
いくという考えに立ったもの と理解することが
できる。
　教科書(教 師用)の 最後に,こ れ ら音楽的要
素 と概念の系統的な学習の展開がまとめられて
いるが,そ こで概念が学習され,定 着 してい く
過程が示されている。すなわち,ま ず準備の段
階として,(1)視 覚,聴 覚,筋 運動感覚などあ ら
ゆる知覚形態で概念 を 「経験する」が,ま だ名
称 をつけて分類 したり,意 識的な注意を向けた
りはしない,(2)名 称化 はまだせず,概 念 を 「模
倣 し探求する」ことで,徐 々にその理解 に向か
い,最 後に理解に至る,(3)生 徒 自身の言葉や身
振 り,絵 などで概念 を 「表す」 ことで,そ の特
性 を明 らかにする,と いう過程がある。
　 この準備段階を経て,概 念をその 「名称で分
類 し確認する」段階に移る。そして,応 用の段
階として(1)知っている教材で名称を用いて概念
を 「実践 し」,(2)新 しい教材で名称を用いて概
念を 「強化する」,(3)意識的に概念を用いて,
楽譜その他の視覚的な表示物 を 「読み,解 釈す
る」,(4)概念 についての理解 を意識的に応用 し
て 「つ くる」,(5)さ らに新たな教材で概念 につ
いての理解を 「保持する」のである。
　すなわち子 どもは音楽を構成する要素につい
てはじめから概念的に学習するのではなく,音
楽学習や活動の中で経験的にリズムや旋律 と
いった概念を形成していき,自 己に定着させて
い くのである。次節において,そ の過程を第1
学年から第6学 年 まで具体的にたどっていきた
いQ
【表1】
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m.音楽的要素と概念の学習過程
{表現的特質]
〔強弱〕
第1学年では，もっぱら「強いCloud)jI弱
い (so立)jという区別で扱われる。その違いを
名前の呼ぴ合いや歌あそび，ボディ・パーカッ
ションや楽器の演奏などさまざまな活動の中で
表現する。また聴いている楽曲の強弱の変化を，
身体の動きや教科書に示されたloud，so立のしる
しを指さすことなどで理解させる。第2学年で，
これらがピアノ，フォルテという言葉，そして
pとfという記号に置きかえられる。「パレード
が近づいてくる/遠ざかっていく」といった対
比からクレシエンドとデクレシエンドも導入さ
れる。第3学年ではさらに強弱の幅が広がり，
pppから箇まで，そしてmpとmfが提示され，強
弱にさまざまな度合いがあることが学ばれる。
第4学年では，強弱の幅や度合いを，強弱の変
化や対比として捉えて，それが音楽の表現にど
のようにかかわるかが探求される。第5学年で
はアクセント記号を加えて，第6学年まででそ
れぞれの楽曲にふさわしい強弱の表現をさまざ
まな教材を通して学習していく。
〔テンポ〕
テンポも強弱と同様，はじめは「速い」と
「遅い」という区別で扱われ，音楽活動や身体の
動き，語り方の中でこの違いが経験される。第
2学年では，さまざまなテンポの音楽を歌った
り，聴いたりする中で，あるいはさまざまなテ
ンポに合わせて運動したりする中で，テンポが
拍と結びつけられる。第3学年からは，テンポ
の違いに加えてフェルマータ記号の意味やテン
ポの変化としてアッチェレランドとリタルダン
ドが学ばれ，第 4学年ではアダージョ，モデ
ラート，アレグロ，プレスト，第5学年ではア
ンダンテ，アレグロ・モルトといった楽語でテ
ンポの違いが表されるようになる。そして，第
6学年で引き続きそうしたさまざまなテンポの
楽曲を歌ったり聴いたりした上で，楽曲にふさ
わしいテンポについて考え，選択できるように
する。
〔アーテイキュレーション〕
アーティキュレーションに意識的な焦点が当
てられるのは，第3学年の後半からである。同
じ歌をマルカート，スタッカート，レガートで
歌ったり，アルコ，ピチカートなどの奏法に注
目しながらヴァイオリンの楽曲を聴いてアー
テイキュレーションが音楽に与える表現を学ぶ。
第4学年ではスタッカート・アクセントによる
ジャズのスキャット，キーボードでのトレモロ
やグリッサンドを経験し，第5学年，第6学年
で楽曲にふさわしいアーティキュレーションに
ついて考え，選択できるようにする。
[音色}
〔声や楽器の音色〕
第1学年では，主に声の音色，そしてギロや
マラカスなどの音程のない楽器の音色が取り上
げられる。声については「歌うj，I話すj，Iさ
さやく j，I呼びかける」という 4種類の声の働
きに着目させたり，一人で歌う場合とグループ
で歌う場合の違いなどが扱われる。第2学年で
は，声域による音色の違いを話し言葉や歌で経
験したり，話し言葉によるオスティナートをつ
くる活動などを行う。楽器は音程のない楽器を
中心にして，伴奏をつけたり，それらの楽器の
音色を比較・分類する。第3学年からは弦楽器
や金管楽器，木管楽器など音程のある楽器を中
心にさまざまな音色を経験する。また，大人の
声と子どもの声，フアルセット，特定の民族に
独自の歌い方など，歌声の変化や多様性が学ば
れる。第5学年までは西洋以外の楽器も含めて
一つひとつの楽器の音色，あるいは四重奏，五
重奏などの組み合わせによる音色が対象となっ
ているが，第6学年では編成の大きいバンドや
オーケストラの音色が取り上げられる。
{音の長さ]
〔拍/拍子〕
第 1学年では，唱え言葉や音楽の拍を手で
~Tったり，身体の動きで表したりして一定の拍
を経験した後，さまざまな音楽で一定の拍の有
無を区別する。さらに， 2拍のまとまりと 3拍
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のまとまりで，強拍と弱拍が学ばれる。第2学
年ではヲ|き続き，拍を楽曲に合わせて打ったり
手拍子したりして安定した拍を定着させた後，
拍を分割するリズムを学ぶ。 4分音符を 1拍と
して8分音符2つに分割する均等な分割と，付
点4分音符を 1拍として4分音符と 8分音符に
分割する均等でない分割が学ばれる。第3学年
からは4分音符を 1拍とした 2拍子， 3拍子，
4拍子が，さらには付点4分音符を 1拍とした
2拍子，すなわち 8分の 6拍子が取り上げられ
る。拍子記号は?ゃ?というように単位となる
拍を音符で示したものが使われるが，第4学年
から第5学年でこれを徐々に iゃ gという形の
表記に置き換えていき，第6学年までにこれら
の拍子をさまざまなリズム・パターンの中で習
得させる。
〔リズム〕
第1学年では， I長い音jと「短い音」を区別
することからはじまり， 1拍に対して l音， 2音
のリズム・パターンとして 4分音符と 8分音符
を唱え言葉や歌を通して学ぶ。第2学年ではさ
らに拍との関係を意識したリズムの学習が行わ
れ， 2分音符と 4分休符も学ばれる。第3学年
では 1拍に対して 4音のリズム・パターンとし
て16分音符が取り上げられるが， 4分音符や8
分音符と同様に唱え言葉が学習に多く用いられ
る。また，拍子とのかかわりの中で付点のリズ
ム (8分の 6拍子の中で付点4分音符， 4分の
3拍子の中で付点2分音符)が学ばれる。第4
学年から第6学年でこれらの音符やリズム・パ
ターンが繰り返し学習される他，タイを使った
シンコベーションや16分音符と 8分音符の組み
合わせによるさまざまなリズム・パターンが取
り上げられ，休符では 8分休符， 2分休符，全
音符が学ばれる。
[音高]
音の高低感を身につけさせた後，移動ドでの階
名が学ばれる。はじめは mi，so， laの3音だけ
が取り上げられ，それらの音でつくられる旋律
の輪郭(音の上下行)に注目させる。階名は学
年が上がるにしたがってdoとre(第2学年)，高
いdo'とre'(第3学年)， faと世(第4学年)が加
わっていく。第 2学年では 音の高低を音高
(ピッチ)の違いとして捉え，それを五線での位
置やボディ・サイン(ハンド・サイン)などで
確認する。第3学年から第4学年にかけて，旋
律の中で音が順次進行や跳躍進行で上行・下行
したり同じを音を繰り返すことで旋律の輪郭や
形をつくること，そして旋律をフレーズのまと
まりとして捉えることなどを中心に学習が進ん
でいく。第5学年では調や音階とのかかわりの
中で旋律が学習され，変化音を用いた旋律やブ
ルー・ノートによる旋律も取り上げられる。第
6学年ではト音譜表に書かれた旋律だけでなく
ヘ音譜表で、書かれた旋律の読み取りも行われる。
〔和声〕
和声の学習は第3学年からはじめられる。ま
ず， トニックとドミナントの 2つの和音，そし
てこれにサブドミナントを加えた 3つの和音に
よる歌が組験され，これにオルフ楽器やキーボー
ドによる伴奏やバス声部の伴奏がつけられる。
第4学年からは，対旋律や旋律オステイナート，
2声部， 3声部の歌が取り上げられ， 1 -V， 
I-IV-Vの和声進行について，それぞれの根
音や和音の構成，コード・ネームなどが学習さ
れる。第5学年ではこれらの和音の結びつきと
して，共通音や和音の進行，根音の進行などが
学ばれ，ギターによる和音伴奏が任意の学習と
して導入される。第6学年では， harmonyとい
う言葉の意味を話し合ったり，音楽に和声があ
る場合とない場合の違いなどについて考える。
また，和音の転回についても学ばれる。
〔旋律J [調性〕
第1学年では，音を「高いJI低いJで区別す この教科書では移動ドで階名を読んだり歌つ
る学習からはじまる。空高く飛ぶ烏と地面を歩 たりさせているが，調性の学習は第3学年で、do
く動物，ピッコロとチューパの音の対比などで とlaの音に注目させることからはじまる。ヘ長
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調の教材が多く，その他にもニ短調， ト長調，
ホ短調などで、それぞれ移動するdo(あるいはla)
の音から全音階やベンタトニックの五線上の位
置が示される。ボディ・サイン (doはひざ， so 
は肩など)やハンド・サインも用いられる。「ペ
ンタトニックJ，そして主音 (tonalcenterあるい
はhometoneという語が用いられている)といっ
た用語について説明が加えられている。第4学
年では，移動ドの階名が調によって変わること，
そしてヘ長調とニ長調について調号の記し方が
説明される。また長調と短調について，旋律を
比べたり，具体的にヘ長調とニ短調の音階を例
に学習させる。
第5学年では， F音， G音， c音を主音とす
るペンタトニックの学習から，これにfa，そし
てtiの音を加えた全音階の学習へと進み，長音
階と短音階の仕組みが取り上げられる。半音と
全音の構成が学ばれ，短音階についてはホ短調
を例に調号と音程の関係が説明される。調号と
臨時記号としてのシャープ，フラットが区別さ
れ，ブルー・ノートの変化音が学ばれる。第6
学年では，これらに加えて調号の読み方・書き
方(シャープ，フラットの加わる順番など)が
学習される。
【構成】
〔テクスチュア〕
第1学年では，ボディ・パーカッションや音
程のない楽器，音程のある楽器などによる伴奏
をつけて歌う経験からはじめる。第2学年から
第3学年では「オスティナート」という用語が
説明され，唱え言葉のオスティナートやリズム・
オスティナート，楽器によるオスティナートな
どが歌に加えられる。ソロとグループによる唱
え言葉。また，カノン(唱え言葉，二部輪唱)
についても第3学年で説明される。第4学年で
はリズムや音色などを変えていろいろな伴奏を
工夫する。第5学年ではテクスチュアという用
語が説明される。オスティナートやカノンの他
に，デイスカントやカウンター・メロデイ，
ノtー トナー・ソングなど二つ以上の旋律を重ね
る経験をした後，二声部，三声部の和声的な重
唱を学習する。またI-IV-Vの和音を使って
伴奏をつくることも行われる。第6学年になる
とモノフォニー，ポリフォニー，ホモフォニー
の違いという点からテクスチュアが説明される。
また， (決められたリズムや音を選んで)伴奏や
カウンター・メロデイを自分でつくる。
〔形式/構造〕
第1学年では，唱え言葉や旋律のフレーズを
一つのまとまりとして捉えることからはじまり，
次第にA-Bの二つの部分からなる唱え言葉や
旋律が取り上げられ，第2学年では音楽におけ
る部分と全体，形式といったことをさまざまな
AB形式の教材で学んでいく。そして， Aの部
分が循環するロンド形式の学習に進んでいく。
第3学年では， Bの部分が同じ歌詞で繰り返さ
れるリフレイン形式の歌が多く取り上げられる。
第4学年では，音楽的なまとまりとしてのフ
レーズという用語が説明され，それが反復と対
比，問いと答えなどの形をとって一つの形式を
つくることが学習される。第5学年では，さら
に音楽を形づくる仕組みについて，フレーズの
他に楽節，モティーフといった用語を含めて学
ばれる。第6学年では，リフレイン形式の歌や
ABA形式の楽曲についての学習を反復と対比
(調や拍子の変化など)という点からより深めて
いくとともに，行進曲，ロンド，フーガ，ソナ
タといった楽種が取り上げられる。
[文化的脈絡]
〔様式/背景〕
教科書の中で任意の教材を集めたCelebration
とMusicLibraryを除いたUnit1から 6までで，
取り上げられている楽曲を学年ごとにまとめる
と次のようになる(表2)。①はアフリカの音楽，
あるいはアフリカ系アメリカ人による音楽，②
はアジアの音楽，あるいはアジア系アメリカ人
による音楽，③はヨーロッパの音楽，あるいは
ヨーロッパ系アメリカ人による音楽，④は中南
米の音楽，あるいはスペイン系アメリカ人によ
る音楽，そして⑤はアメリカ先住民の音楽である。
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第1学 年
第2学 年
第3学 年
第4学 年
第5学 年
第6学 年
0
17
16
15
19
27
15
0
4
7
6
8
10
8
0
43
52
42
46
47
68
④
9
5
6
5
12
4
0
2
3
4
6
5
3
　　　　　　　　　 【表2】
　このように教科書では最初の学年か ら広 く世
界のさまざまな地域や民族の音楽から教材を選
んでいる。そして,各Unitに は音楽以外 にも絵
画や建築物,詩 や物語などが豊富に盛 り込まれ
ており,子 どもの多文化的な学習 をより包括的
に導 こうとしている。
　以上,強 弱,テ ンポ,ア ーティキュレーショ
ン,声/楽 器の音色,拍/拍 子,リ ズム,旋 律,
和声,調 性,テ クスチュア,形 式/構 造,様
式/背 景 という音楽的要素の概念が,各 学年を
通 じてどの ように取 り上げ られているのかを見
てきた。それぞれの要素の概念がより具体的に
どういった方法で学習 されてい くのかは稿 をあ
らためて詳 しく述べていきたいが,少 な くとも
各要素 ・概念 についての学習内容を段階的,系
統的に組織する,そ の一つのモデルをここに見
出すことができる。
　子どもたちは,個 々の音楽構成要素について,
その特徴や変化がわか りやすい楽曲を歌 ったり
聴いた りす る中で,次 第にそれを自分たちに身
近な一般的な言葉や絵,身 体の動 きなどで識別
してい く。そして,そ うした準備の段階を充分
に経た上で,そ れぞれの要素 についての概念的
な定義や音楽上の用語法が学ばれてい くのであ
る。
　我が国の学習指導要領で今回新設 された 「共
通事項」を取 り上げるにあたって,こ の準備の
段階をいかに組織 してい くかが重要 な課題 とな
るだろう。小学校の低学年では 「音楽を特徴付
けている要素」として 「音色,リ ズム,速 度,
旋律,強 弱,拍 の流れとフレーズ」が,「 音楽の
仕組み」 として 「反復,問 い と答 え」がそれぞ
れ挙げられているが,こ れ らをその時々の音楽
活動 にあてはめて教えてい くのではなく,子 ど
もたちがこれらの内容について自発的に概念形
成をはかれるようにするために,そ の準備段階
としての音楽経験をどのように見通 して計画 し
てい くかが問われるのである。
おわりに
　本稿では,ア メリカの音楽教科書"Share　 the
Music"に おいて音楽 を構成する諸要素がどの
ように取 り上げられているか概観 し,そ こか ら
我が国の学習指導要領で新設された 「共通事項」
についての子 どもたちのより主体的な理解を導
いていくための示唆を得ることができた。"Share
the　Music"で は,音 楽構成要素についての概念
を習得 させるために,そ れを媒介する言葉や絵,
身体の動きなどがさまざまに提示されていて興
味深い。その具体的な内容については,今 後 さ
らに検討を加えてい きたい。
注
 1  . Judy Bond, Marilyn Copeland Davidson, et al. 
 "Sh
are the Music" Teacher's Edition 1  —  6  , 
 Macmillan / McGraw-Hill School Publishing 
 Company, 1995
2.文 部科学省 「小学校学習指導要領解説音楽
編」(教 育芸術社,2008,pp.19～22)及び
　「中学校学習指導要領解説音楽編」(教 育芸術
ネ土,　2008,　pp,24～27)
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